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営業外収益、特別利益、特別損失の計上及び 

平成25年３月期 通期業績予想値と実績値との差異に関するお知らせ 

 

 

平成24年11月８日に公表しました平成25年３月期通期（平成24年４月１日～平成25年３月31日）業績

予想値と実績値に差異が生じましたのでお知らせ致します。 

 

                  記 

 

平成 25 年 3 月期通期連結業績予想数値の修正（平成 24 年 4 月 1 日～平成 25 年 3 月 31 日） 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1 株当たり当期純利益

  百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（A） 5,852 △ 434 △ 1,481 4,023 26,740.67

今回実績値（B） 6,283 △ 726 △ 1,299 3,862 25,676.78

増減額（B-A） 431 △ 292 182 △ 161   

増減率（％） 7.4 ― ― △ 4.0   

（ご参考）前期実績 

（平成 24 年 3 月期） 
5,986 △ 1,329 △ 2,538 △ 5,506 △ 36,638.92

 

 

平成 25 年 3 月期通期個別業績予想数値の修正（平成 24 年 4 月 1 日～平成 25 年 3 月 31 日） 

  売上高 経常利益 当期純利益 1 株当たり当期純利益 

  百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（A） 566 14 3,813 25,344.81

今回実績値（B） 605 △411 3,225 21,447.52

増減額（B-A） 39 △ 425 △ 588   

増減率（％） 6.9 ― △15.4   

（ご参考）前期実績 

（平成 24 年 3 月期） 
765 △ 3,245 △ 4,722 △ 31,423.97

 



修正の理由 

 

(連結) 

平成24年11月8日付「特別利益の計上及び業績予想の修正に関するお知らせ」の通り、一部の発電所に

ついては、固定価格買取制度に基づく新単価の適用時期が遅れることを見込み、売上高の予想を下方修

正いたしました。しかしながら、第3四半期以降の風況が好調であったことから売電収入が想定を上回っ

たこと及び当社グループの発電所の保守・管理業務を行うイオスエンジニアリング＆サービス㈱におい

て、グループ外からの修繕工事の受注増により、業務受託に係る売上高が増加したことも要因となり、

売上高は予想対比431百万円増収の6,283百万円となりました。 

一方、営業利益におきましては、稼働開始から10年を迎える発電所の風車の予防保全・大規模修繕を

当初計画より上乗せして実施したこと等により修繕費を追加計上した結果、売上原価が増加いたしまし

た。これらの要因により営業損失は、予想対比292百万円減益の726百万円となりました。 

当連結会計年度においては、平成24年10月10日付「特別利益の発生に関するお知らせ」の通り、当社

グループにて保有等するNAS電池について、製造元の日本碍子株式会社より火災事故以降における損失

の一部に関して補填を受けましたが、平成24年11月以降の期間におきましても、当社グループが負担し

た費用の一部に関して追加で補填を受けましたので、受取補償金として325百万円を営業外収益に追加で

計上いたしました。また、修繕費に関して保険金が下りることが確定した為、受取保険金として222百万

円を営業外収益に追加で計上いたしました。これらの結果、経常損失は、予想対比182百万円増益の1,299

百万円となりました。 

また、平成 25 年３月 29 日付「借入金の返済猶予等に関する金融機関との同意のお知らせ」の通り、

お取引金融機関等 15 社より、借入金の返済猶予等についてご同意を頂き金融支援を得ることが出来まし

た。これにより前連結会計年度に計上しておりました遅延損害金が免除されましたので、遅延損害金免

除益として特別利益に 1,039 百万円を計上しております。一方、特別損失としては、借入金以外の契約

で発生した遅延損害金 22 百万円、貯蔵品廃棄損 65 百万円等を計上しております。これらの結果、当期

純利益は、予想対比 161 百万円減益の 3,862 百万円となりました。 

 

(個別) 

売上高につきましては、上記連結売上高と同様、下期の風況が好調であったことに伴う売電収入の増

加等により、予想対比 39 百万円増収の 605 百万円となりました。 

一方、子会社に対する貸倒引当金繰入額が増加したこと等により、販売費及び一般管理費が増加した

為、経常損失は予想対比 425 百万円減益の 411 百万円となりました。また、子会社株式の譲渡に伴う関

係会社株式売却益が当初予想より減少したこと等により、当期純利益は予想対比 588 百万円減益の 3,225

百万円となりました。 

以上 


